
工場設備の
保全技術を支える

工事メンテナンスに役立つ情報を定期的に発信！
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メンテナンス実績紹介 工事実績紹介

電池製造メーカー H社様では廃水貯槽まで移液用ポンプとし
て24時間運転で複数台が運用されております。
故障等でポンプが止まると生産ラインが停止してしまう為、
予防保全として定期点検を提案し3ヵ月毎に実施頂くことに
なりました。点検完了後は点検報告書を提出し経過報告を行
います。また、設備停止時には点検内容に基づき計画的に
分解整備・部品交換・外装補修等のメンテナンスを実施し
予防保全にお役立て頂いております。

送風機等の回転機器には、ベアリングが使われております。
ベアリングが回転する際に発生する熱を抑える為、潤滑油を
使用しますが、納入年度が古い送風機は半固形状のグリスを
使用しており、外見からは状況が確認出来ません。
そこで、液状のオイルを使用するタイプへ改造する事により、
ゲージによるオイル不足・劣化具合の目視確認が可能です。

～ポンプの予防保全～ ～送風機の潤滑油方式改造工事～

業務グループで受発注処理等の営業アシスタント業務や、内勤営業で担当のお客様と主にお電話での
対応をさせて頂いております岩崎彩加と申します。
入社２年目の新米ですが、日々新しい商品知識や経験を取り入れ、楽しく勉強させて頂いています！
プライベートではインテリアに興味があり、かわいいお部屋づくりに励んでいます！
（自分で棚も作っちゃいます！）
休日は自分で作った空間で、家族と一緒にPS4や3DSのゲームをしてリラックスしたり、
わきあいあいとした時間を過ごすのが大好きです！ 【 営業部 業務グループ 岩崎 】

◆三共商事の社員紹介◆

①定期点検(画像は振動値測定の様子）

※メーカー問わず対応できますのでお問い合わせください

【点検項目】
・聴診器による異音確認
・振動測定器による確認
・制御盤での電流値確認
・外観の目視確認

(ヒビ・割れ等）

②点検報告書の提出 ③分解整備

点検内容に基づき必要な部
品の交換や補修を行います

④整備完了（完了後は整備報告書を提出）

←整備前
整備後→

【 営業担当 上原のコメント】
潤滑性に優れるオイルを使用する事により、軸受
への浸透性が向上しベアリングの延命化にも繋が
ります。機器整備時の芯出調整が容易に出来る
のも魅力の一つです。

【改造前：グリス注入タイプ】

分解しないとグリスの劣
化状態が確認出来ません

オイルゲージにて、
注入量・劣化具合の確
認が出来、整備作業性
の向上にも繋がります

【改造後：オイル注入タイプ】

分解を伴うグリス注入等
の作業には面倒な手間を
要していました
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スモレンスキ 地上設置型フートバルブ

～ 三共商事よりお知らせ ～

フロン排出抑制法について

金ちゃんの釣りバカ日誌 Vol.1

いつもお世話になり ありがとうございます！
千葉営業所の金澤です。 内房・外房 千葉の
漁場を中心に関東一円の釣りスポットから釣
果報告やお薦めの魚介の食し方を含め、千葉
営業所の旬の情報を発信して参ります！

“金ちゃんの釣りバカ日誌 ”配信を記念し、まずは自己紹介から。
昭和52年千葉県で生まれ育ち、現在は妻と3人の子供の5人家族です。
趣味はタイトルの通り、小学生のころから始めた釣りをメインにキャンプ
やダイビングをしております。最近は船釣りにハマり、春から夏は『内房
金谷沖の黄金鯵』、秋から冬は『外房大原沖の鮃、勝浦沖の鬼カサゴ』を
メインに四季折々の釣行をしております。
どうですか！右の巨大平目！ 鰤しゃぶならぬ平しゃぶで完食！！

【千葉営業所 所長 金澤】

キネトロール担当の田邉です。
お客様のご要望に応じたカスタム
仕様のご相談も承っております。
お気軽にお問合せください！
【営業部 業務グループ 田邉】

【特徴】
◆一体型のベーン＆シャフトで、駆動部は一か所のみ
◆シェル型ケース内でベーンが90°回転しトルクを直接駆動側へ伝達
◆ベーンにはステンレス製エクスパンダを使用しエア漏れを長期間防止

キネトロール製品日本総代理店業務開始

黄色いシェル型ケースで有名なロータリーアクチュエータと
シリコンオイル密閉式で回転ダンピングを可能とした
ローターリーダンパが 2016年１月より日本総代理店として
三共商事の取扱製品となりました。

モジューラ式コントロール拡張システムを採用しているので、
スプリングリターンや電空ポジショナ、リミットスイッチ
ボックスなどの付属品の後付が容易にできます。

【製品メリット】

◆長寿命・長期メンテナンスフリー
◆コンパクト設計で空気消費量が少なく、応答性が早い
◆頑丈な作りで、高頻度使用にも対応

回転速度に応じてトルクが変化し、シャフトが回転するとき
にスムーズな抵抗を与えます。

【ロータリー（回転式）ダンパの用途】

①振動制御 ②速度調整 ③衝撃吸収

昨年 平成27年4月から施行されたフロン排出抑制法において
冷凍空調機器の管理者（使用者）へフロン漏えい点検が
義務化されたことはご存知かと思いますが、その
「機器の点検」のおさらいと共に平成28年4月からスタート
する「漏えい量の新報告制度」についてお知らせ致します。

＜機器の点検おさらい＞
①全ての第一種特定製品を対象とした簡易点検の実施
（3ヵ月に1回以上）

②一定の第一種特定製品について‟冷媒フロン類取扱技術者”等が
定期点検を行う

第一種特定製品とは、業務用冷凍空調機器のうちカーエアコンを除いたもので、「業務用空調機
器」「冷凍冷蔵ショーケース」「定置型冷凍冷蔵ユニット」「ターボ式冷凍機」等の機器を指す。

本制度は、2015年4月から施行されたフロン排出抑制法（フロン類
の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律）に基づくもので、
年間のフロン類の漏えい量が1,000t-CO2以上となる、業務用冷凍
空調機器など第一種特定製品の管理者は、その漏えい量などを国に
報告する義務を定めるもの。また、その集計結果は国によって公表
される。
新制度の導入にあわせて、算定や報告書作成の際に利用できる「フ
ロン類算定漏えい量報告書作成支援ツール」や「フロン法電子報告
システム」の運用も始まる。

2016年4月スタート
＜フロン類算定漏えい量報告・公表制度について＞

つまり、これまで曖昧だったフロン類算定漏えい量の
報告方法の厳格化と、1,000t-CO2以上の漏えい量報
告の完全義務化となり、さらなる運用・管理の徹底が
求められた制度となります。

※算定漏えい量は、追加充塡した総量を漏えい量とみなすこととし、管理者は
第一種フロン類充塡回収業者が発行する充塡・回収証明書から漏えい量を算定します。


